
１．令和７年度燕市下水道事業会計補正予算（第３号）について

２．資本的収入及び支出の概要
（１）資本的収入

（２）資本的支出
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2

1

2

　 今回の補正予算は、国の補正予算を活用し、令和８年度に予定している防災・安全交付金事業を前倒し、本町排水区における老朽管の

更生工事を実施するために必要となる予算を計上するとともに、年間の工事量の偏りを平準化するため、令和８年度に実施を予定している

公共下水道整備（未普及対策）事業の一部を今年度中に発注・契約し、新年度当初から工事着手できるよう債務負担行為を設定します。

　 また、新潟県が実施する流域下水道建設事業（西川処理区）において、本市同様に国の補正予算を活用し、管路施設の液状化対策事

業を前倒して実施することや、西川浄化センターの老朽化対策事業が増額となることから、西川処理区の構成市村が負担する流域下水道

建設負担金を増額します。

 資本的支出 3,489,483 233,442 3,722,925

（単位：千円）

番号 事　業　名　等 事　業　概　要 既決予定額 補正予定額 計

（単位：千円）

番号 科　　目 既決予定額 補正予定額 計

・管路建設改良費【繰越事業】 230,000 千円

　　※《参考資料》

国の交付金（補正予算）を活用し、本町排水区（合流）管路施設の
老朽化による下水道管の改修工事に必要な予算を計上します。

新潟県による国の補正予算を活用した液状化対策事業の実施と、西
川浄化センターの老朽化対策事業の増額に伴い、流域下水道建設負
担金を増額します。

・流域下水道建設負担金 3,442 千円

228,000 2,960,315

・国庫補助金 105,000 千円

 資本的収入

・企業債 123,000 千円

2,732,315

令和７年度燕市下水道事業会計補正予算（第３号）の概要 議案
番号 2 資料

番号 1
下水道課
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３．債務負担行為
（追加）

４．企業債
（単位：千円）

事　　項 期　　間 限度額

　公共下水道整備（未普及対策）事業（ゼロ市債） 令和８年度 75,000

起債の目的
限　度　額

補正前 補正後

公共下水道事業債 1,013,600 1,136,600

（単位：千円）
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公共下水道合流管更生事業

 《参考資料》

管路建設改良費の工事箇所位置図

Ｌ＝379ｍ
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